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【
主
な
内
容
】

今泉お茶っこ交流会
あいにくの雨模様でしたが、

花見遠足に行ってきました。
気仙大工左官伝承館の飾り

びなや、気仙町金剛寺の見事
な桜を見てきました。



・車両移送型移動支援事業の運営 ・くらし応援窓口の運営 ・生活福祉資金の貸付
・食糧支援事業（フードバンク、フードパントリー等） ・生理用品サポート事業（ミモザプロジェクト）
・制服リユース業務（りくぜんたかた制服バンク） ・災害ボランティアセンター設置及び運営
・日常生活自立支援事業 ・成年後見制度推進事業「りくぜんたかた成年後見さぽーとセンター」

いつでも参加・参画でき、お互いを尊重できる協働のまちづくり
・地域見守り支援拠点事業 ・こんにちは赤ちゃん訪問事業 ・うるおいとやすらぎの家の事業
・福祉バスの運行 ・介護予防教室（いきいきライフ） ・地域共生社会の実現に向けた取り組み
・ふれあいネットワーク活動 ・住民支え合いマップの作成

◇ 地域福祉活動の推進 ◇
＜地域支え合い活動の推進＞地域福祉活動計画作成にあたっての地域懇談会で明らかになった課題を解
決するためのきめ細やかな福祉サービスの充実を推進します。具体的にはより身近な地域での福祉の
推進を図るためいわゆる第３層での地域支え合い活動の支援を行い、同時に第２層、第１層との重層
的な地域課題解決に向けた体制を確立します。

＜事業の整理統合＞地域福祉を推進する事業がこれまで分散していた各事業を選択と集中により、より
整理統合し住民が理解しやすくかつ効果的に地域福祉事業が推進されるよう取り組みます。

令和７年度 事 業 計 画

基 本 方 針

◇ 持続可能な介護事業の推進 ◇
＜福祉人材の確保と育成＞人口減少や少子高齢化が進み、介護サービスの需要に対し介護人材の担い手
不足が課題となっています。福祉関連の資格を有しながら、就業に至らない方へ学び直しの機会や、
介護サービス事業への就業のきっかけづくりを実施します。

＜福祉団体等との連携強化＞地域福祉懇談会で顕著になった担い手不足のために、関係組織団体や行政、
企業、ＮＰＯ等との協働と地域ネットワークづくりに取り組みます。
◇ 地域福祉活動計画、中⾧期計画の推進 ◇

役員、評議員の改選にあたっての人材確保や事務体制の整備を行い、組織の基盤づくりを強化します。

安全・安心に暮らせるまちづくり

陸 前 高 田 市 社 会 福 祉 協 議 会

東日本大震災から１４年が経過し、令和７年度は、第２期
復興・創成期間の終了年です。生活支援相談員を設置し活動
してきた被災者支援事業を総括し、被災者を一人も取り残さ

ないため、これまでの見守り訪問活動と地域コミュニティ再編事業の融合、そして被災者支援から地域
支援への一般事業への引継ぎが必要となります。
また、昨年度の介護報酬改定の影響や人口減少により、介護事業の経営悪化が深刻化しています。一

方、地域の担い手不足によるきめ細やかな福祉サービスの需要は高まり、質の高い福祉人材の確保と育
成は、持続可能な事業継続のため急務です。
これらの地域課題を解決するために、第２次陸前高田市地域福祉活動計画と行政の第２期陸前高田市

地域福祉計画と連動して、共助体制の確立に向けた支え合いの体制と組織体制の基盤づくりを行い、地
域福祉の一層の充実を図ります。

・地域福祉カルテの作成 ・民生委員児童委員活動の推進 ・SNS（LINE、Instagram、Facebook）
・市民に分かりやすい広報活動と社協会員加入率増や自主財源の確保
（広報誌、ホームページ、社協ＰＲ動画、地域懇談会）
・介護保険事業、障がい福祉サービス事業の推進
（居宅介護支援事業、訪問介護事業所、通所介護事業所、ふれあい教室）
・高齢者、子ども、障がい者における福祉団体との連携と協働

福祉サービスの充実と包括的な支援体制づくり

・福祉大会等の福祉イベントの開催 ・福祉啓発活動 ・小地域ネットワーク活動研修会の開催
・生活支援体制整備事業 ・助成金による各種団体への活動支援 ・ボランティア活動センターの運営
・ボランティア養成講座の開講 ・市への事業提案 ・組織機構改革、業務再編
・基幹会議の開催と役職員研修の充実（理事会、各種部会、評議員会、主任会議、三役会議開催）

福祉を支える人づくり・組織づくり
【通所事業所 お花見の様子】
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令 和 ７ 年 度 収 支 予 算

令和６年度 「うるおいとやすらぎの家事業」実績報告

「うるおいとやすらぎの家事業」は赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています｡

「うるおいとやすらぎの家事業」は、本会が地区コミュニティ推進協議会に対し、地域福祉を目的とする
活動に対して助成し、地域づくりを推進することを目的として毎年行われるものです。

・ 高齢者交流サロン(全地区)
・ 新年会

生
出

・ グラウンドゴルフ
・ 二又サロン ・ 老人クラブ活動
・ 日帰り温泉 ・ 百歳体操

矢
作

・ 雪沢田植え踊り及び世代間交流
・ 防災講座 ・ 交通安全講話
・ カーリンコン ・ どんと祭
・ 新年会 ・ 迎え火と真真ミニコンサート

下
矢
作

・ 新年交流会 ・ どんと祭 ・ 懇親会
・ ふれあい健康教室 ・ 寄せ植え講習会
・ 老人クラブふれあい交流
（横田小・横田保育園）・ 虎舞交流会

横
田

・ 新年会 ・ 視察研修 ・ 敬老会
・ 竹駒町二十歳のつどい ・ 芋煮会
・ 瀧山不動尊夜籠り

竹
駒

・ コミセンでのお茶っこ交流会
・ 百歳体操 ・ 研修旅行 ・ 夏祭り
・ ちょこっと作品展 ・ 敬老記念品贈呈

今
泉

・ ⾧部お茶っこサロン（１９回開催）
・ 新年会 ・ ふれあい事業 ・ お茶飲み会
・ ⾧部ブルーオーシャンズ(スポ少)地域住民へ

の感謝祭

長
部

・ 鳴石が丘クラブ創立１０周年を祝う会
・ 花植えボランティア ・ 親睦会 ・ 芋煮会
・ 視察研修 ・ 芸能発表会 ・ 忘年会
・ 会員の１００歳を祝う会 ・ 新年会
・ カラオケ芸能祭り など

高
田

・ さなぶり会 ・ 草刈り作業 ・ 百歳体操
・ 万灯篭納涼会 ・ 公園、道路清掃
・ 健康教室 ・ 研修旅行 ・ 手芸教室

米
崎

・ 民生児童委員協議会 ・ お茶会 ・ 親睦会
・ 世代間交流会 ・ 復興事業見学会・ 芋煮会
・ 懇談会 ・ 気仙地区黄金ロマン探訪と研修会

小
友

・ 親睦会 ・ 懇談会 ・ 健康講話 ・ 交流会
・ 深山流英会の踊りと広田保園児によるダンス

鑑賞会

広
田

～ 各地区における主な活動内容 ～

今年度の事業計画、収支予算は、
ホームページでご覧いただけます。
https://www.rikutakashakyo.jp/

- 主な補助・受託事業 –
○ 東日本大震災被災者生活支援事業 ○ 生活困窮者自立促進支援業務
○ 車両移送型移動支援事業 ○ ふれあい教室事業
○ 権利擁護相談窓口運営業務 ○地域支え合い活動推進事業など

その他のお金
36.4％
92,384千円

収入
253,726
千円

貸付償還金
繰越金など 補助金

受託金
助成金
共同募金配分金
など

県や市から
入ってくるお金
42.8％
108,506千円

介護や障がい福祉
サービスを提供して
入るお金 18.0％

45,685千円
市内の皆様から
いただいている
社協会費
2.5％ 6,551千円

企業や個人の方々
からいただく寄付
0.2％
600千円

収入の内訳

※本会では、地域で行われる福祉活動や福祉団体への助成を行っています。

地域の団体等が活動
するために使うお金

7.2％
18,245千円

事業の推進やサービスを提供
する人のために使うお金

54.8％
138,918千円支出

253,726
千円

その他のお金
38.0％
96,563千円

事業費
法人運営
負担金など

支出の内訳
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ご存知ですか? 地域の身近な相談役

「民生委員・児童委員」
民生委員・児童委員は、子育てや介護の悩み

を抱える方、障がいや高齢者の不安や悩みなど、
地域の身近な相談役として活動しています。
陸前高田市には、６７名の民生委員・児童委

員と１６名の主任児童委員（主に子ども関連の
相談を担当します）がおり、生活や福祉全般に
関する相談・援助活動を行っています。主に支
援を必要とする世帯と専門機関をつなぐパイプ
役を務めます。
民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘

義務があり、相談した方の秘密は守られますの
で、ご安心ください。

【問い合わせ】市民生委員児童委員協議会事務局
電話:54-5150/5151

関
係
機
関

民生委員・児童委員

主任児童委員
担
当
地
域

世帯状況把握 情報提供

・ 市町村
・ 包括支援センター
・ 社会福祉協議会
・ 教育委員会

・ 学校
・ 保育所（園）
・ 支援センター

など

民
生
委
員

児
童
委
員

・ 高齢者のいる世帯
・ 障がい者のいる世帯
・ 生活に困窮している世帯
・ 子どものいる世帯

・ 妊産婦のいる世帯
・ 母子・父子世帯
・ その他の世帯

このような
活動を

しています

・ 子育て、介護、
障がいなど、
世帯が抱える
問題の把握

・ 世帯が必要と
しているサー
ビ スについて
情報提供

・ 各種相談
・ 見守り支援
・ 福祉サービスの

利用支援

連携・協力

連携・協力

相談・援助

お困りごとなどありましたら、お気軽に地域の民生委員へご相談ください。写真掲載へのご協力ありがとうございました。

こんにちは赤ちゃん訪問事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

≪ 令和7年２・３月生まれの赤ちゃんをご紹介 ≫
｢こんにちは赤ちゃん訪問｣は、お祝いをするとともに、子育ての不安や悩みをお聞きし、必要に応じ

て適切なサービスにつなぐなど、お子様の成⾧を地域で見守るきっかけづくりを目的とし、地域の身近
な相談役である民生委員・児童委員さんが、赤ちゃんの生まれたお宅を訪問しています。
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